
「平成２０年度普及に移す成果」 

                 
抑制ピーマンにおける天敵サバクツヤコバチ 
によるタバココナジラミの防除 

茨城県農業総合センター園芸研究所 

鉄骨ハウスを用いた抑制ピーマンにおいて、難防除害虫であるタバココナジラミに対し、天敵サバクツ

ヤコバチを、定植２～３週間後から１週間間隔で３回程度放飼することにより、高い防除効果が得られま

す。 
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サバクツヤコバチの放飼適期 

サバクツヤコバチは、タバココナジラミの2～3齢
幼虫に産卵します。鉄骨ハウスを用いた抑制ピーマ

ンにおけるサバクツヤコバチの放飼開始時期は、タ

バココナジラミの2～3齢幼虫が現れる定植2～3週
間後からになります。また、定植１ヶ月以降からの

放飼では、タバココナジラミの生息数が多くなりす

ぎて防除効果が得られなくなる場合があります。 

図１ 鉄骨ハウスを用いた抑制ピーマンの生育 
初期におけるタバココナジラミ２～３齢 
幼虫の発生推移 

 

サバクツヤコバチの防除効果 

鉄骨ハウスを用いた現地抑制ピーマンに

おいて、定植３週間後から１週間間隔で３回

サバクツヤコバチを放飼したところ、サバク

ツヤコバチがタバココナジラミに寄生・定着

し、防除効果が確認されました。これにより、

タバココナジラミに対する定植後の薬剤防

除を削減できました。 
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 図２ サバクツヤコバチを放飼した抑制ピーマン 
圃場におけるタバココナジラミおよびサバ 
クツヤコバチの発生推移  

サバクツヤコバチの利用モデル 
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タバココナジラミ発生量 サバクツヤコバチ放飼 
サバクツヤコバチは、成虫の生存日数が

１０日間程度で、１日の産卵数が３～５

個と少なく、農薬の影響を強く受けます。

これらのことを考慮すると、抑制ピーマ

ンにおいては、定植２～３週間後から１

週間間隔で３回程度放飼する必要があ

り，原則として殺虫剤は使用しません。 
 
 

図３ 抑制ピーマンにおけるサバクツヤコバチの利用モデル
 

＜問い合わせ先；園芸研究所病虫研究室  電話０２９９（４５）８３４２＞ 


